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＜地区補助金申請の経緯＞ 

（1）2010年 2月 19日、次年度高木一之会長から会

長賞受賞のため、国際奉仕部門で地区補助金を申

請することによって 全体で25点となり、受賞資格

の要件が満されるという提案を受ける｡ 

（2）2010年 3月 10日、地区補助金申請のための次

年度Ｒ財団･社会奉仕合同委員会を開催｡ 

（3）国際ロータリー第2710地区2010～11年度地区補

助金は全体で360万円、申請期間は３月１日～４月

30日までで、申し込み順20件までとされ、１件あ

たり17～18万円の金額に分割される。当ｸﾗﾌﾞは必

要書類を作成、準備し３月次年度理事会で承認の

後、3月24日に地区事務局へ申請を行った。 

（4）2010年８月２日、地区経由にてＲ財団日本事務 

局から申請された地区補助金について、地区事務

局より支給決定通知が届く。地区内で30件の申し

込みの内、３番目に承諾された。 

 

＜地区補助金プロジェクトの実施＞ 

 

 

 

 

 

 

 

2010年10月６日(水)15:30より広島原爆養護ホー

ム「矢野おりづる園｣にて車椅子の贈呈式が行われた。

贈呈式には､矢野おりづる園から柿木田勇施設長、村

田伸夫本部事務長、松永幸枝統括主任、坂本明徳生

活相談員、当クラブから高木会長、堤田幹事、瀬川

国際奉仕理事、鵜野政人社会奉仕理事、下原Ｒ財団

委員長、広報･会報委員会代理として、三上副幹事が

出席し、高木会長から｢多機能介助式車椅子６台｣の

目録が柿木田施設長に手渡され、柿木田施設長から

は礼状が交付され、「今までとは違った多機能式で

便利な車椅子を戴き感謝いたします｡大事に使用さ

せて頂きます。」と謝辞が述べられた。 

 

それから、６名の入所者に早速試乗いただいたと

ころ、多機能の便利さに大変喜んでいただいた。続

いて園内の施設を案内して戴き、養護ホームの内容

を良く理解することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、贈呈式の様子は中国新聞社より取材を受け、

翌日10月７日の朝刊26面に掲載していただき、一般

の人々にロータリーの活動を少しでも周知して項い

た事と思っている。 
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